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夕暮れに響く掛け声

　
夕
暮
れ
時
に
な
る
と
、
近
く
の
消
防
署
か

ら
き
び
き
び
し
た
声
が
届
く
。
お
そ
ら
く
訓

練
の
一
つ
だ
ろ
う
が
、
交
通
量
の
多
い
大
通

り
を
挟
ん
だ
事
務
所
で
も
声
が
聞
こ
え
る
の

だ
か
ら
、
署
員
た
ち
は
か
な
り
大
き
な
声
を

出
し
て
い
る
は
ず
だ
。

　
ひ
た
ち
な
か
支
局
に
赴
任

し
た
直
後
は
「
何
だ
、
こ
の

声
は
？
」
と
不
思
議
に
思
っ

て
窓
の
外
を
見
渡
し
た
が
、

今
で
は
す
っ
か
り
日
常
の
風
景
。
下
校
中
の

高
校
生
た
ち
も
、
掛
け
声
に
反
応
す
る
こ
と

な
く
消
防
署
前
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

　
掛
け
声
を
聞
い
て
い
る
と
、
時
に
峻
烈
な

し
ゅ
ん
れ
つ

印
象
さ
え
抱
く
。
だ
が
、
そ
れ
が
い
い
。
災

害
時
に
「
こ
の
人
た
ち
は
全
力
で
私
た
ち
を

救
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
頼
も
し
さ
を
覚

え
る
。
掛
け
声
一
つ
か
ら
、
街
や
住
民
を
守

ろ
う
と
す
る
プ
ロ
と
し
て
の
気
概
が
感
じ
ら

れ
る
の
だ
。

　
火
災
や
救
急
時
に
最
も
必
要
な
の
は
訓
練

さ
れ
た
人
材
だ
と
い
う
こ
と
も
再
認
識
さ
せ

ら
れ
る
。

　
た
だ
、
通
り
を
挟
ん
だ
反
対
側
に
消
防
署

が
あ
る
の
に
、
実
は
間
近
で
見
た
こ
と
は
今

ま
で
一
度
も
な
い
。

　

出
無
精
の
新
聞
記
者

と
笑
わ
れ
な
い

よ
う
に
、
近
い
う
ち
に
見
学
さ
せ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
よ
う
。

ひ
た
ち
な
か
支
局
・
大
平
賢
二

桜の宮ゴルフ倶楽部笠間

パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン
登
場

　
笠
間
市
小
原
の
桜
の
宮
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

安
蔵
修
一
代
表

に
、

大
自
然
の
パ
ワ
ー
が
宿
る
石
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
お
目
見
え
、
「
頭
を
な

で
る
と
、
ゴ
ル
フ
運
が
上
向
く
」
と
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

「
ゴ
ル
フ
運
向
上
」
と
評
判

探
偵
気
分
の
一
夜
満
喫
参
加
型
推
理
劇
に
人
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

自
然
環
境
学
ぶ
「
逆
川
祭
り
」
水
戸

サケやドジョウ観察

逆川に生息する生きものが展示された「逆
川水族館」 水戸市千波町の逆川緑地公園

　
水
戸
市
の
千
波
湖
に
注
ぐ

逆
川
で
自
然
環
境
を
学
ぼ
う

と
、
逆
川
を
愛
す
る
会

小

菅
次
男
代
表

主
催
の
「
第

回
逆
川
祭
り
」
が

日
、

同
市
千
波
町
の
逆
川
緑
地
公

園
で
開
か
れ
、
約
１
０
０
人

の
子
ど
も
た
ち
や
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
会
場
で
は
川
に
生
息
す
る

ハ
ゼ
科
の
ヌ
マ
チ
チ
ブ
や
ド

ジ
ョ
ウ
な
ど
の
生
き
も
の
が

展
示
さ
れ
、
遡
上
す
る
サ
ケ

そ
じ
ょ
う

の
観
察
会
も
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
同
公
園
の
環
境
保
全

に
貢
献
し
た
団
体
や
小
学
生

ら
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
参

加
者
ら
は
昔
遊
び
な
ど
の
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
で
楽
し
ん
だ
。

　
同
会
副
代
表
で
県
環
境
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
川
島
省
二
さ

ん
は
「
子
ど
も
た
ち
に
は
き

れ
い
な
川
を
守
っ
て
ほ
し

い
」
と
語
り
、
ホ
タ
ル
再
生

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
市

立
笠
原
小
４
年
の
金
井
翔
平

君
は
「
ホ
タ
ル
の
た
め
に
草

刈
り
や
あ
ぜ
作
り
を
し
て
き

た
。
家
の
近
く
で
も
ホ
タ
ル

が
見
た
い
」
と
話
し
た
。

頭
を
な
で
る
と
、
ゴ
ル
フ
運
が
上
向
く
と
話
題
の

パ
ワ

ー
ス
ト
ー
ン

笠
間
市
小
原
の
桜
の
宮
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

真犯人が明かされた２日目。参加者は
１泊２日、殺人劇の推理に没頭した
水戸市千波町の水戸プラザホテル

大盛況だった「ＨＥＩＳＥＩ
　Ｃａｆｅ」 水戸市根本

　
◇
加
藤
光
・
晶
子
作
陶

展
　

日
ま
で
ギ
ャ
ラ
リ

ー
サ
ザ

ひ
た
ち
な
か
市

共
栄
町

　
笠
間
市
の
陶
芸
家
、
加

藤
光
さ
ん
と
晶
子
さ
ん
の

夫
婦
展
。
食
器
を
中
心
に

花
器
や
ラ
ン
プ
な
ど
約
１

０
０
点
が
並
ぶ

写
真
。

　
年
１
回
の
個
展
で
「
毎

回
新
し
い
作
風
を
取
り
入

れ
て
い
る
」
と
い
う
加
藤

夫
妻
。
今
展
は
マ
ッ
ト
な

表
情
を
見
せ
る
釉
薬
が
、

さ
わ
や
か
で
手
に
優
し
い

感
触
を
与
え
る
作
品
群
を

発
表
し
た
。
ほ
か
根
強
い

人
気
の
桜
柄
の
食
器
や
、

長
年
手
掛
け
る
自
然
釉
の

「
炭
化
急
須
」
、
晶
子
さ

ん
に
よ
る
素
朴
で
ぬ
く
も

り
を
感
じ
さ
せ
る
器
な

ど
。
「
使
う
ほ
ど
に
つ
や

が
出
る
」
と
風
合
い
の
変

化
も
評
判
だ
。

　
２
人
は
「
若
い
世
代
の

方
々
に
も
手
に
取
っ
て
も

ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

話
す
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団

「
キ
ミ
ト
ジ
ャ
グ
ジ
ー
」

演
じ
る
、
県
内
初
の
ミ
ス

テ
リ
ー
ナ
イ
ト
企
画
「
プ

ラ
ザ
ス
イ
ー
ト
殺
人
事

件
」
が

か
ら

日
に
か

け
、
水
戸
市
千
波
町
の
水

戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
た
。

　
参
加
し
た

探
偵

人
は
、
ホ
テ
ル
内
に
散
ら

ば
る
物
証
や
、
容
疑
者
へ

の
尋
問
を
も
と
に
殺
人
事

件
の
真
犯
人
を
推
理
。
ミ

ス
テ
リ
ー
に
浸
る
至
福
の

一
夜
を
満
喫
し
た
。

　
同
ホ
テ
ル
開
館

周
年

記
念
特
別
企
画
。
ホ
テ
ル

全
館
を
舞
台
に
、
劇
団
オ

リ
ジ
ナ
ル
脚
本
に
よ
る
殺

人
劇
の
真
犯
人
を
突
き
止

め
る
参
加
型
企
画
で
、
参

加
者
は
一
晩
、
情
報
収
集

と
推
理
に
没
頭
し
た
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
真
犯

人
が
明
か
さ
れ
る
と
、
会

場
か
ら
は
驚
き
の
ど
よ
め

き
が
わ
き
起
こ
り
、
名
推

理
で
見
事
犯
人
を
暴
い
た

参
加
者
に
は
、
同
ホ
テ
ル

宿
泊
券
な
ど
の
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
。

　
優
勝
し
た
女
性

水
戸

市

は
「
純
粋
に
推
理
を

楽
し
め
る
内
容
」
と
満
足

気
な
表
情
で
話
し
、
「
参

加
型
の
劇
は
初
め
て
。
こ

ん
な
企
画
が
も
っ
と
あ
れ

ば
」
と
の
声
が
聞
か
れ

た
。

末
武
奏
子

　
オ
ブ
ジ
ェ
は
、
高
さ
１

・
３

、
幅

、
重
さ

１

ほ
ど
の
筑
波
石
を
使

用
。
桜
川
市
真
壁
町
の
石

材
会
社
千
石
匠

千
々
松

滋
代
表

が
厳
選
し
、
上

部
だ
け
を
半
球
状
に
磨
い

て
加
工
し
た
。

　
千
々
松
代
表
は
「
色
、

形
と
も
、
こ
れ
以
上
な
い

味
わ
い
深
い
天
然
石
に
巡

り
合
え
た
の
が
幸
運
。
筑

波
石
は
数
年
た
つ
と
、
黒

く
光
り
、
ま
す
ま
す
パ
ワ

ー
が
宿
る
」
と
話
す
。

　
１
９
６
３
年
に
オ
ー
プ

ン
し
、
間
も
な
く

周
年

を
迎
え
る
同
ゴ
ル
フ
場

は
、
４
年
が
か
り
で
ワ
ン

グ
リ
ー
ン
化
を
実
現
。
今

年
８
月
に
は
練
習
グ
リ
ー

ン
の
一
角
に
「
桜
舞
台
」

を
開
設
し
、
生
演
奏
で
利

用
者
を
も
て
な
す
心
や
す

ら
ぐ
空
間
を
演
出
す
る
な

ど
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進

め
て
い
る
。
土
・
日
曜
、

祝
日
に
は
、
国
道

号
出

入
り
口
付
近
で
、
利
用
者

に
新
鮮
な
地
元
産
野
菜
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
サ
ー
ビ

ス
な
ど
も
始
め
た
。

　
石
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
今
年

月
、
桜
舞
台
そ
ば
に
設

置
。
山
口
誠
次
支
配
人
は

「
美
し
い
自
然
、
水
戸
の

街
並
み
が
一
望
で
き
る
眺

望
に
も
恵
ま
れ
、
舞
台
東

に
は
神
社
も
あ
っ
て
、
ゴ

ル
フ
場
一
帯
が
ま
さ
に
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。
利
用
者

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
癒
や

し
の
場
に
し
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
燃
や
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
桜
の
宮

ゴ
ル
フ
倶
楽
部

０
２
９

６

１
１
５
５
へ
。

澤
畑
和
宏

模
擬
店
や
カ
フ
ェ

文
化
祭
に
ぎ
わ
う

水
戸
平
成
学
園
高

　
水
戸
市
根
本
の
通
信
制

高
校
、
水
戸
平
成
学
園
高

栗
原
恭
典
校
長
兼
理
事

長
、
生
徒
数
２
４
７
人

で

日
、
「
こ
こ
で
し
か

味
わ
え
な
い
文
化
祭
が
あ

る
」
を
テ
ー
マ
に
文
化
祭

が
開
か
れ
、
他
校
生
徒
や

保
護
者
、
地
域
住
民
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

　
会
場
に
は
模
擬
店
や
カ

フ
ェ
、
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー

が
並
び
、
ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ

イ
ト
作
り
で
は
小
学
生
た

ち
が
思
い
思
い
の
作
品
作

り
を
楽
し
ん
だ
。

　
同
校
に
よ
る
と
、
県
内

に
本
校
の
あ
る
通
信
制
高

の
文
化
祭
は
珍
し
い
と
い

う
。
ク
ラ
ス
と
い
う
集
団

意
識
は
薄
い
も
の
の
生
徒

の
年
齢
幅
が
広
い
と
い
う

特
徴
を
生
か
せ
る
と
い

い
、
橋
本
彩
花
実
行
委
員

長

１
年
生

は
「
学
年

の
枠
を
超
え
て
取
り
組
め

る
の
が
強
み
。
み
ん
な
が

一
丸
と
な
れ
る
」
と
、
一

生
懸
命
に
た
こ
焼
き
を
焼

い
て
い
た
。

音
楽
会
の
善
意
寄
託

県
信
用
保
証
協
会

　
文
化
や
福
祉
事
業
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、
県
信

用
保
証
協
会

角
田
芳
夫

会
長

は

日
、
茨
城
新

聞
文
化
福
祉
事
業
団
に

万
６
６
５
２
円
を
寄
託
し

た
。
水
戸
市
内
で

日
に

開
催
し
た
第

回
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
参

加
者
か
ら
募
っ
た
善
意
。

　
同
協
会
は
毎
年
、
関
係

金
融
機
関
職
員
の
交
流
を

目
的
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。
細
谷
茂
治
専
務
理

事
、
平
山
桂
己
業
務
企
画

部
業
務
統
括
課
課
長
補
佐

写
真
右
か
ら

が
水
戸

市
北
見
町
の
茨
城
新
聞
社

を
訪
れ
た
。
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